
No ２－１－２  分類 1  法令・規格 分類 2

 

高圧ガス保安法 

質 問 一般高圧ガス保安規則関係例示基準 10. 高圧ガス設備等の基礎の 8.2(1)において、「緊
結は、アンカーボルト（基礎中の鉄筋に溶接し、・・・）と記載されているが、一般社団法人
日本建築学会発行の鋼構造柱脚設計施工ガイドブックの 3.2.2 においてアンカーボルトへ
の溶接による加熱はしてはいけないと明記されている。これはどのように考えれば良いの
か。 

回 答 熱影響を考慮する必要があるケースでの溶接は推奨しません。なお、一般高圧ガス保安
規則関係例示基準 10. 高圧ガス設備等の基礎の 8.2(1)では、アンカーボルトは基礎中の
鉄筋に溶接したものだけでなく、コンクリートにより基礎に固定したものも対象となります。 
 

補 足 一般高圧ガス保安規則関係例示基準 10. 高圧ガス設備等の基礎 
コンビナート等保安規則関係例示基準 9. 高圧ガス設備等の基礎 
 
8.2 貯槽を基礎に緊結する方法は、次の基準の例によるものとする。 
(1) 緊結は、アンカーボルト（基礎中の鉄筋に溶接し、又はコンクリートにより基礎に固定し
たものに限る。）又はアンカーストラップ（基礎中の鉄筋に溶接し、若しくはコンクリートによ
り基礎に固定したもの又は基礎を貫通させて基礎の底面に固定したものに限る。）により
行う。 
 
 
 
一般社団法人日本建築学会発行「鋼構造柱脚設計施工ガイドブック」 
 
3.2.2 露出橋脚施工の手順と解説 
（2）手順 2 アンカーボルト据付 
アンカーフレーム固定法には、アンカーボルトをアンカーフレームの一部とする方法〔写真
3.2.2〕や、形鋼を組み合わせた斜材付きのアンカーフレームにアンカーボルトを固定する
方法がある〔写真 3.2.2〕。 

中略 
 
アンカーフレームを組み立てる。組み立ての際には、アンカーボルトへの溶接による加熱
や打撃を行ってはならない。 

 


